
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ﾚｰ ｰｰ ﾉｰ :ｰﾉ〆〆､け↑j･I,ノーグ
入史料リストを確認したところ、全197点
のうち、Nql29以降に幕末・明治期史料が
多く含まれているのが分かり、Nql28との
間に鉛筆で区切りを示す波線が引かれてい
ることが確認できた。したがって、特定の
意図をもって、幕末・明治分の収録を見合
わせたのは明らかである。
しかし、その一方で第2期購入分のうち
の数点の幕末・明治期史料が『目録』に収
録されている。先の「学術史料蒐集簿」を
見ると、Nnl48の「筑波山戦闘記」という
史料タイトルの部分に「→1488」と鉛筆
書きがあり、「目録』で確認すると、まさ
しくNnl488が同記録であった。その他に
も同じように、「蒐集簿」のNql29以降の
11点（幕末関係、明治の家政関係など）が
抜き出されて「目鋼に収録されたことを
示す鉛筆書きがある。この選月憶図は今の
ところ判然としない。
今回閲覧に供する史料は全部で346点で
あるが、それは目録上のタイトルの総数で
あり、1タイトルにつき数点が含まれるも
のもあるので、実際は数倍の数になる。内
容は大きく分けると①幕末政治関係、②明
治初年の藩政改革や学校関係､③明治期に
作成された旧徳島藩士の履歴害（家史編纂
事業のために旧藩士が自ら作成・提出した
もので「成立書」などと言われる)、④蜂
須賀家の家政に関わる史料群に大別できる。
①~③の史料群は、家史編纂事業において
数冊の竪帳その他が合綴されたものであり、
そのため内容を細かくみて、1点毎に細分
化してゆけば、相当の分量となる。また、
写本と共に多くの原文書が綴り込まれてい
るのも貴重である。その一方、④の家政関
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係の史料は1点ものが多い。これは明治期
の華族の生活や邸宅、財政状況を知りえる
ものであるが、今回の仮目録作成において
は、数があまりに多いため、何点かでひと
纏めにしているものも多い。したがって、
閲覧に際しては1点毎に注意深く精査され
ることを希望する。なお、今回併せて蜂須
賀家の芸能関係の史料164点と、近世期の
史料3点を新たに公開する。これらは昭和
27年度に購入されたものであるが、やはり
何らかの理由で『目録」への収録が見送ら
れたものと推測される。
また、蜂須賀家に関わる史料は、当館の
ほかにいくつかの機関に分離されて所蔵さ
れている。その内容についてはいまだ充分
な調査は行っていないが、最近公開された
ものの中では、徳川林政史研究所所蔵の
｢蜂須賀家文書」が注目される。同所作成
の目録によれば、公開史料は133点であり、
当館所蔵のものと同様に、何点かの写本や
原史料が合綴されたものが多いので、枝番
号形式をとれば数倍の点数になるであろう。
ここで林政史所蔵史料の形態、内容を簡
単に説明しておくことが、後便となろう。
史料の特徴としては、上記のように数点毎
に合綴され、1点の竪帳に仕上げられてい
る点、多くは筆写史料であり、「徳島藩」
や「蜂霊｣、「澄水館」などの罫紙を使用
している点、合綴してある竪帳の表紙に、
史料タイトルや内容を記した付菱がある点
など、当館所蔵の家史編纂関係史料と共通
した性格のものが多い。ただし、当館所蔵
史料の方が、板紙（当館鯛入前から付され
たものと推定）によって、合綴した史料の
両側を綴じているのに対し、林政史所蔵史
料は、同所が購入後、整理の段階で手を加
えてきれいに装丁しており、合綴された史
料ひとつあたりの、もとの史料の数も当館
所蔵史料より少なく、そのため外見もそれ
ほど厚くないという違いがある。
次に内容であるが、時代的には近世全般、
さらに幕末、維新期に及んでおり、阿波藩
や蜂須賀家に関わる記録類が多くを占める。
特に、明治初年の藩政改革や幕末以降の農
兵関係史料は内容も充実しており、当館所
蔵史料と併せ見る必要がある。また、当館
所蔵史料の注目すべきものとして、前述の
藩士の成立書があるが、林政史所蔵史料で
は、藩士より、藩主家の家譜類や系譜類が
充実していると言えよう。また幕末期の史
料で当館所蔵史料と重複したものが1点あ
る。他にも「目録』に収録された、いくつ
かの風説、風聞史料と同様の竪冊の原史料
もあり、特に「維新関係史料」と題された、
25冊の万延から慶応期にかけての政治情報
を収録した風聞関係の史料は注目される。
タイトルは、明治期になって付されたもの
であるが、内容は原史料であり、藩の公的
なものか俄に判断できないが、中央政局に
関わる重要な情報を多く収めている。
総じて林政史所蔵史料は、当館所蔵史料
と密接に関連する史料群であることが判明
した。当館所蔵史料と併せ用いることで、
近世から明治期にいたる蜂須賀家や藩政の
動向、さらには家史編纂事業の実態を知る
ことのできる好史料である。今後他の機関
に分離しているものも含め、蜂須賀家とい
う旧大名家の史料の全体像が明らかになれ
ば、文書群の構造も明らかになるだろう。
関係機関の協力に期待したい。
1はじめに
昨夏国際アーカイブズ評議会建築記録
部会編『建築記録アーカイブズ管理入門』
が、安澤秀一氏の訳によって、書騨ノワー
ルから刊行された。アーカイブズ学から建
築資料を論じた書籍として、今のところ日
本語で読める唯一の書籍である。
評者(倉方）は建築史学を専攻し、日本
近代建築史を専門に研究を行っている。明
治～昭和初期に活躍した建築学者･伊東忠
太（1867～1954）の研究などを通して、
未発表資料の発掘・整理に携わったことか
ら、アーカイブズ学への関心を増した。
(財）日本建築学会内に設立された建築ア
ーカイブズ小委員会に参加した関係で日本
アーカイブズ学会に招かれ、安澤氏と知己
を得て、翻訳に助言を行なう機会を与えて
いただいた。原著と訳書を通じて多くの知
識を吸収し、アーカイブズ学の体系性と実
務性をいっそう認識させられた者の一人で
ある。
本書を総論すれば、建築記録に関わる実
務面を中心として、記述は広範囲に及び、
広くアーカイプズ関係毒建築関係者に寄
与する待望の一瞥ということになろう。ア
ーカイブズの軒3家でない評者にとって、
要点がコンパクトに集約されていることは
大変にあり難く、少なからぬ新知識も得る
ことができた。評者が本格的な書評を展開
することは、能力の範囲を大幅に超える。
したがって、本欄では本書の概要を述べ、
あわせて牡）日本建築学会内に設立され
た建築アーカイブズ建築4雲員会の取組み
を紹介することとしたい。
録部会編、安澤秀一詠
門』（書騨ノワー ル、2006
変朝
r句
『』
2報の概要
本書は国際アーカイブズ評識会(ICA)
の中に組織された建築記録部会の討議を経
て2000年に刊行されたものの日本語訳で
ある。本論は7章からなり、建築記録の種
類、収集の原則、評価・選択・処分の方法、
物理的な整理の手続、リストの作成、保存
修復、公開の手続きなど力輪じられている。
新たに加えられた訳者による序輪は本書の
全体構成を示し、平易な導入の役割を果た
している。末尾に追加された、安澤秀一
｢解題電子記録管理論への誘い」は、独立
した論考としても重要な内容であり、最新
の知見によって本論の補完としての役割も
果たしている。以下に目次を掲げる。序言
序文序論第1章建築記録の類型第2
章取得原則、基準と方法論第3章評価、
選択､処分第4章建築記録の配列第5
章建築記録の記述第6章建築記録の物
理的保存処理第7章閲覧と普及：研究
と展示建築アーカイプズ専門用語集参考文
献解題電子記録管理論への誘い訳者あ
とがき
3アーカイプズの基本原則と建築資料
本書が、評者のようにアーカイブズ学に
馴染みが薄い者を安心させるのは、アーカ
イブズ整理の基本原則はそれほど複雑でな
いことだ。読者にとっては周知の事実とも
思われるが、それを改めて述べて、評者の
理解を示したい。
建築資料を含む、すべての資料整理の方
法的な枠組みは二つの簡単な原則に則って
いることが、本書の第1章をはじめとした
)'－－カイフズ研究吐刷
各所に示されている。
一つは「出所感ﾘ」である。これは資料
を、それを作成､保管してきた組織体ごと
に捉え、一つの出所を持つ資料群は、他の
出所を持つ資料群と混同して整理してはい
けないということだ。
もう一つは「原秩序尊重の原則｣。これ
は資料のもともとの編成を尊重して、でき
る限り残すことを求める。具体的には、袋
に入った文書、ファイルされた書類、紐で
くくってある帳簿類といった保存形態の現
状をむやみに変更しないということである。
こうした原則は評者の研究経験と照らし合
わせても納得できる。日本で最初の建築史
家であり、建築家である伊東忠太の歴史的
位置づけを行なう上では、図面資料がどの
袋に入っていたかという情報が有力な手が
かりとなった。活動の幅広さに対応して、
伊東が生み出した資料は膨大だ。幸いなこ
とに、その多くが2つのアーカイブズとし
て残された。白本建築学会建築博物館と東
京大学建築学科の資料群である。
建築博物館の資料には、学生時代の日記
や書簡、フィールドノートなどが含まれる。
2000年に建築博物館の第一号資料として
遺族から寄贈された。受け入れ以前に目録
整備の委員会が発足し、評者も参加する機
会を得た。引き続き設置された委員会で保
存状況の改善や閲覧規則の制定を行い、現
在、資料は広く一般の利用に供されている
までに至った。
もう一方の東京大学建築学科の資料は、
数年前に発見されたばかりだ。未発表の図
面や草稿などが収められている。大学の研
究室にあったものが、そのまま倉庫に残さ
れていたらしい。概要目録は作成したが、
いまだ整理が付いていない状態である。
直筆の図面は、いくつもの箱に散らばっ
ていた。評者は入っていた箱や袋を変えな
いように注意しながら、それぞれの概要を
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リストにまとめる作業に2年近く従事した。
解釈する際に悩みの種となるのは、必ず
しも図面に建築名が書かれていないことだ。
日付があるとも限らない。最初から他人へ
の伝達や保存を意図した資料だったら、こ
うしたことは少ない。情報の不備は、外向
きでない資料の宿命といえる。それは逆に
言えば、作者の創造の秘密や、公式文書に
は出てこない過程に迫れる可能性力塙いと
いうことでもある。
解読の上では、資料の内容だけでなく存
在した場所も、一つの情報となる。収めら
れていた場所や、どんなものと一緒になっ
ていたかということから判明することは少
なくない。その情報は構成を動かせば、永
遠に失われてしまう。
同時に気づくことがある。こうしたアー
カイプズ学の原則は、特定の目的を持った
研究者・整理者が、ともすると忘れがちな
ものだということである。アーカイブズの
目的は、つまるところ、人間の営みが生ん
だ情報資源を、できる限り広範な人間が利
用可能な状態に置くことである。資料は永
続性と共に、公開性も求められる。
別の視点から見れば、アーカイブズ化と
は資料を特定の人間から切り離す作業とい
えないだろうか。資料は属人的な枠を越え
た公共的な広がりを獲得することで活きた
情報となる。アーカイブズ学はそのための
専門的で実践的な体系だと認識する。
建築関係者にとって大事なことは、その
存在を評価すること。すなわち、アーカイ
ブズの基本原則を璽騨した上で、具体的な
資料整理については可能な限り専門家（ア
ーキピスト）の協力・助言を得ながら進め
ることだと評者は考える。それによって初
めて、建築資料に固有の価値や楽しさが、
持続的に生まれであろう。
4日…会…ｱｰｶｲブズ小委員会
2001年、「近代建築資料総合調査特別研
究委員会」（委員長：鈴木博之）が日本建
築学会に設置された。各方面の専門家の協
力のもとで各種の企業・機関を調査してま
わり、3年後には国内の建築資料をめぐる
状況を報告書にまとめることができた。
対象としたのは、近代における次のよう
な資料類である。(1)建築物の記録となる
もの（図面、仕様書、竣工記録等)、(2)意
匠的な価値を有するもの（建築物や備品の
部材等)、(3)技術的な価値を有するもの
(建築物や工業製品の部材､標準設計等)、
(4)建築をつくるための用具（工具、建設
機械等)、(5)建築活動を明らかにする諸資
料（建築関係者の遺品、聞き醤き等)。
調査の結果、予期した以上に多彩な建築
資料がさまざまな場所に残されていること
が明らかになった。残されるに至った理由
は、種々である。改修設計などの現実的な
価値のために保存されている場合もあれば、
博物館などで資料として公開されているも
のもある。企業や学校の歴史を顕彰する用
をなしているものもあれば、個人的な愛着
ゆえに破棄を免れている資料も存在する。
いずれにせよ、近代日本の建築文化を伝え
る資料が、ゆかりのある場所に分散して保
管されていることは、好ましい状況といえ
る。
しかしながら、問題も無いではない。分
散した資料が、相互に連絡を欠いているこ
とが、その筆頭に挙げられる。それゆえに、
資料の価値が広い視野から見種もられない、
あるいは、保存手法に適正さを欠くという
不十分さが生まれている。会社の合併など
に伴う機構の改編によって、社会的に貴重
な資料が失われてしまう。そんな事例も少
なくない。
残念ながら、日本の建築資料をめぐる状
況は十分なものといえない。個々の資料を
守ることと併行して、さまざまな場所に分
散している建築資料をつなぎ、それらを取
り巻く全体的な仕組みを好転させることが、
早急に求められる。
各種の企業・機関を横断する建築資料デ
ータベースの構築建築資料の整備や公開
に関する指針の作成、建築資料の受け入れ
や周旋などをリードする組織が必要ではな
いかと考える。
2005年度から同委員会は「アーカイプ
ズィ雲員会」に改組され、調査と研究を進
めている。アーカイブズ学に通じた皆さま
からのご助言とますますの情報共有を期待
したい。この度、安露＝氏の訳で刊行さ
れた本替は、そうした連携の基礎として大
きな役割を果たすことは間違いない。
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